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表 : 出芽時の観察 (4月 17日 )
1ま え が き

水稲のムレ苗に対する効果のある薬剤は,予防的にタチ

ガレン粉剤でやや効果がある)と いう報告の他はほとんど

なく,ム レ苗の発生要因の 1つである低温や変温には十分

注意するような管理を指導しているのが現状である。土壌

殺菌剤NK191粉剤は苗立枯病をおこす各菌に対し10～ 12

′/箱で効果があり,土壊混和剤として注目されていると

同時にムレ苗に対しても効果が認められたので,苗に対す

る影響とあわせて報告する。

2試 験 方 法

(1)供試品種及び播種量 :農林21号 , 200(ツ箱乾もみ),

22日 苗(稚 苗), 12)供 試土壌 :火山灰土壊 (原土pI16 4),

13)播種日 :昭和55年 4月 15日 ,加温出芽 (積み重ね方式),

“

)供試薬剤 : タチガレン(6,8,lll,12,/箱 ),NK191
粉剤 (6,8,10,12=/ヽ),15)低温処理時期及び方法 :
5月 1日 ～6日 ,冷蔵庫による冷暗処理(昼 7℃ ～夜 3℃ ),

0施肥量 :N― P205~島0(2-3-20/箱 ),“ )区制 :

1区 1箱 (30× 20∝ )2連制。

及び量
(γ箱 )

注.観察はム(0),ビ(1).少 (2),中(3),多 (4),
甚(5)の 6段階とした。
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タチガレン 6

″    8
″   10

″   12

NK 191 6
″    8

″   10
″   12表 1は出芽時の苗を観察したもので,かび,根あがり,

覆上のもちあげ,芽の揃いには大きな差はみられないが,

タチガレン粉剤区にはリゾープス菌の発生がやや多くみら

れた。NK191粉剤区では薬量の増加による芽の伸びの抑制

がみられ,タ チガレン紛剤区よりも顕著であった。これは

NK191紛剤による薬害と思われる。表 2は播種後 15日 (低

温処理 1日 前 )における苗の観察で,タ チガレン紛剤区に

はリゾープス菌が多く,苗立枯病が発生した。苗の生育は

タチガレン,NK 191紛 剤ともに薬量の増加による抑制がみ

られ,特に10′ ,12′区では明らかである。この時点では
ムレ苗の発生はみられなかった。表 3は低温処理後 2日 目

の苗を観察したもので,苗立枯病とムレ苗が発生し,特に

無処理区ではムレ苗と苗立枯病が併発したが,低温処理区

表 3 育苗終了時の観察 (5月 7日 )

剤名及び量
(夕/箱 )

カ ビ
(リ ゾープス

根あがり
覆上の
もちあげ 芽

の揃い

タチガレン 6
″    8
″   10
″   12

ピ

ム～ ピ

ピ

ピ

ど

ム～ ピ

ビ

ム～ ビ

ピ～少

ピ～少

ビ～少

ピ

やや否

普通

やや良

やや良

NK 191 6
″    8
″    10

″    12

ム

ム～ ビ

ム～ ビ

ム

ビ

ビ

ビ

ビ～少

ビ～少

ビ

ピ

ピ

普通

やや良

やや良

やや否

表 2 処理前(低温)の観察 (4月 30日 )
カ ピ

(リゾープス)

薬剤名及び量
(′/箱 )

無  処  理 処 理

苗立枯 ムレ苗 苗立枯 ムレ苗

タチガレン 6

″    8

″   10
″   12

ム～ ビ

ビ

ビ

少

ム～ ピ

ム～ ビ

ビ～少

ピ

ム

ム

ム

多

多

多

多～甚

NK 191 6
″    8

″   10

″   12

ム

ム

ム

ビ

ム

ム

ム

ピ

ム

ム

ピ

ム

ム～ ビ

ム～ ビ

ビ～少

ム
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表 4 低温処理前後における苗調査

（
月

日
）

薬剤名及び量

(′/箱 )
草丈(CV)
(い )
葉 数CD

葉鞘長(m) 葉身長 (“ ) 本 数
(本 )

乾 物 重 (′ /100本 ) 充 実 度

(η/")I I I I 地  上 地  下

５

月

１

日
（
無

処

理

）

タチガレン 6

″    8

″    10

″    12

70( 89)

69( 83)

65( 88)

65(99)

18(62)

1 7(68)

18(58)

18(59)

28

00

26

27

22

21

20

20

50

43

49

49

0 55

0 56

0 52

0 53

013

016

015

015

0 79

081

0 80

082

NK 191 6

″    8

″   10

″   12

74(96)

68(31)

63(99)

63(77)

18(47)

1 8(6 0)

18(77)

18(53)

31

28

26

25

23

22

21

21

46

50

42

41

0 60

059

0 53

0 49

016

0 20

018

015

081

0 87

0 84

0 78

５

月

７

日
（
無

処

理

）

タチガレン 6

″    8

″   10

″    12

75(91)

79(84)

68(115)

69(95)

20(43)

21(39)

20(55)

2 1(65)

26

27

25

26

30

31

(28)

(27)

21

21

20

21

45

48

43

45

48

40

41

47

0 75

0 73

0 70

071

021

014

015

017

1 00

092

1 03

1 03

NK 191 6

″    8

″    10

″   12

83(97)

78( 88)

78( 83)

74( 76)

20(43)

20(43)

20(44)

21(50)

30

27

27

25

32

32

32

32

22

21

21

20

51

46

47

43

54

62

58

54

0 83

0 76

0 79

081

021

0 20

0 25

0 23

1 00

0 97

1 01

1 09

５

月

７

日
（
処
　
理

）

タチガレン 6

″    8

″    10

″    12

68( 90)

72(107)

70(121)

64(97)

19(75)

17(66)

20(57)

18(66)

26

32

26

27

21

22

20

21

39

38

39

51

0 55

0 62

0 55

051

013

016

010

014

081

086

0 79

0 80

NK 191 6

″    8

″    10

″    12

75(87)

66(108)

62(107)

71(74)

18(53)

19(50)

18(72)

20(55)

30

26

25

27

21

20

21

20

54

48

37

41

071

0 63

0 58

0 59

0 23

0 22

018

011

0 95

0 95

0 94

0 83

ではムレ苗の発生が主となった。ムレ苗の発生はタチガレ  薬剤と思われる。
ン粉剤の低温処理区が多～甚の発生でMq91粉 剤とはっき

4  む  す  びり発生程度が異なった。これはタチガレン粉剤区の根とNK

191粉剤の根の差によるものと考えられる。即ち,タ チガ   ムレ苗等の予防には根の活性を高めておくことが重要と
レン粉剤の根は褐変 した細い根をしているのに対し,   思われる。また育苗初期の薬剤処理によリムレ宙の予防に
NK 191粉剤は自色の太い健全な根であったためと思われる。  効果があるという報告はあるが,ム レ苗の発生前後におけ    |
表 4は低温処理前後の苗調査であるが,タ チガレン,NK191  る処理は少ない。ムレ苗の発生要因については不明な点が

粉剤ともに薬量の増カロにともなって第 1葉鞘,葉身長が抑  多く,今後の検討をまたねばならないが,NK 191粉剤処理
制されたために草丈が低くなっている。これは育苗初期の  が根の活力を高めムレ苗の発生を軽減することが判明した    1
薬害によるものと思われるが,第 2葉鞘,葉身長には差が  ものの。さらに根の質的なものを検討する必要があると思
みられない。地上部の生育はNK191粉剤がやや良く,Itl下   われる。
部はNK191粉剤が明らかにまさり,乾物重,根数でも大き

引  用  文  献な差がみられる。

以上より,NK 191粉剤は土壌殺菌剤ではあるが,根の健  1)武 市義雄 ‐山岸 淳・長野淳子.千葉農試研究報告
全化に有効であり,ム レ苗等の障害を防ぐのに効果のある   18, 72-104(1977).


